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      自 動 車 局 整 備 課 

三菱ふそうトラック・バス(株)製の大・中型バスの 

車両床下部の腐食に関する無料点検の実施状況について 

 
 三菱ふそうトラック・バス株式会社（以下「ふそう」）は、大・中型バスのうち、独立

懸架式構造で概ね製造後 10 年目以上（製造年が平成 19 年以前）のバスについて、車両

床下部の錆による腐食に関し、同社系列の販売店において 7 月 26 日より無料点検を開

始しました。 

8 月 31 日現在の無料点検の実施状況は、対象車両 14,647 台のうち、点検済みとなっ

たのは 5,948 台（40.6%）です。 

腐食が進行すると最悪の場合、ハンドル操作が不能となりますので、未だ無料点検を

受けていない車両の使用者は、速やかに無料点検を受けてください。 

 

今般、ふそうより無料点検実施状況の報告がありました。 

※「三菱ふそうトラック・バス(株)製の大・中型バスについて車両床下部の腐食に関する無料点検を

速やかに受けてください」URL: http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000138.html 

 

１．ふそうによる無料点検等の実施状況（平成 28 年 8 月 31 日現在）  

 対象車両 14,647 台中、電話又は訪問により使用者へコンタクトを行い、点検の実施を呼び掛け

ることができた車両数は約 9 割の 13,295 台 

 また、これまでに点検を実施した車両数は 5,948 台（未点検車両は 8,699 台）で、そのうち、運

行停止が必要な状態（保安基準不適合状態）にあった車両数は106台（点検実施済車両数の 1.8%）

でした。ただし、5,948 台のうち、ふそう系列販売店で点検を行った車両は 1,306 台であり、残

りは使用者のバス事業者自身等が点検を行った車両（4,642 台）です。 

 なお、運行停止が必要な状態にあった車両 106 台のうち、31 台は廃車又は補修を実施済みで、

75 台は補修が完了するまでの間、運行を停止するよう運輸支局等を通じて使用者に指示済みで

す。 

 

２．今後の対応 

(1) 国土交通省では、9 月 7 日以降、未だ点検を受けていない車両（8,699 台）の使用者に対して、

早期に無料点検を受けるよう呼び掛けるダイレクトメールをふそうと共同で発送します。（別添

は、封筒に同封する国土交通省からの文書） 

(2) ふそう系列販売店以外で点検を行ったとする車両（4,642 台）については、行った点検の適切さ、

確実さを確認するため、ふそうにおいて点検票の回収等を進めていきます。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

自動車局整備課 平川、川津 

TEL：03-5253-8589（直通） 

FAX：03-5253-1639 

 

 

http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000138.html


 

   

三菱ふそう製 大中型バスをご使用の皆様へのお知らせ 

～ 速やかに車両床下部の錆無料点検を受けて下さい ～ 

 

 

 あなたがご使用の自動車は、融雪剤等の影響により車両床下部に錆が発生し

腐食が進行すると、最悪の場合、フロントセンターメンバーに取り付けられた

ロアアームが脱落してハンドル操作が不能となる可能性があります。 

現在、三菱ふそうトラック・バス(株)において、無料点検を実施し、その結

果を国土交通省に報告させていますが、あなたがご使用の自動車は、点検をし

たとの情報がまだありません。 

 これまで関連する人身事故が３件発生し、１３人が負傷しています。 

 このため、無料点検を受けないまま車両を使用していると、大事故を起こす

おそれがありますので、早急に無料点検を受けるとともに、車両床下部に腐食

が見られた場合には、必要な補修を行ってください。 

 無料点検の実施については、三菱ふそうトラック・バス(株)系列販売店（デ

ィーラー）にお問い合わせ下さい。 

 

平成２８年９月 

国土交通省自動車局整備課 

 

（参考）無料点検に関する国土交通省プレスリリース（7月 26 日） 

http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000138.html 

 

（別添） 



【参考】ふそう製大・中型バスの車体腐食による不具合の内容 

 

 大・中型バスの車両床下部（フロントタイヤハウス部又はリヤタイヤハウス部）において、適切な点

検・整備が実施されていないため錆が発生して腐食が進行すると、部材の板厚の減少や穴あきに至

り、強度低下による破断・破壊が発生します。 
 特に、独立懸架車において、フロントタイヤハウス部のセンターメンバーが腐食すると、最悪の場合、

ロアアームが脱落してハンドル操作が不能となります。これまでハンドル操作不能の不具合情報は 8
件あり、人身事故が 3 件発生（※）しています。 

【※】平成 25 年 11 月 1 日発生（乗客 5名軽傷）、平成 26 年 10 月 24 日発生（巻き込んだ

車両の運転手軽傷）、平成 27 年 11 月 12 日発生（乗客 1名重傷、6名軽傷） 
 

独立懸架車の不具合の例 

 

センターメンバーが腐食するとロアアームが脱落しハンドル操作が不能となる。 

 

三菱ふそうトラック・バス(株)より提供    


